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神奈川県における古都保存の現況について

１ 神奈川県における古都保存の現況

(１) 歴史的風土保存区域の指定状況

昭和４１年１２月 ５区域 ６９５.０ha

昭和４８年 ２月 ２４８.０ha（区域拡大）

昭和６１年１２月 １３.０ha（ 〃 ）

平成１２年 ３月 ３３.０ha（ 〃 ）

５区域 ９８９.０ha

歴史的風土特別保存地区の指定状況

昭和４２年 ３月 ９地区 ２２６.５ha

昭和５０年 ４月 ３９.０ha（区域拡大）

昭和６３年 ６月 ３０５.１ha（４地区新規指定及び既存地区

の区域拡大）

１３地区 ５７０.６ha（保存区域の約５７.７％）

(２) 規制区域内の行為申請

平成１３年度

届 出 件 数 １３９件

（うち同意１件）許 可 件 数 ２９件

許 可 申 請 件 数 ３８件

不 許 可 件 数 ９件（うち協議１件）

平成１４年度（９月末現在）

届 出 件 数 ８８件

許 可 件 数 １１件

許 可 申 請 件 数 １３件

不 許 可 件 数 ２件

(３) 土地の買入れ

事 業 費 約１１０億円

買入れ面積 ５９.４ha（特別保存地区面積の約１０．４％）

２ 今後の課題

(１) 土地買入れ事業費の拡大（平成１４年９月末現在）

未処理面積 約２３ha

事 業 費 約２８億円

(２) 買入れ地の管理



歴史的風土特別保存地区の指定について（神奈川県）

１ 大仏･長谷観音特別保存地区の拡大（常盤山）

（１）地区の概要

既指定面積 １０７．０ｈａ

拡大予定面積 ２．５ｈａ

大仏･長谷観音特別保存地区は、長谷・極楽寺区域内にあり、高徳院の大仏、

長谷寺等の歴史的建造物と一体となる地域の自然景観の保存を目的として指定

された地区である。地区内には国指定史跡である常盤御所跡も存在しており、

大仏切通しと一体となって枢要な歴史的風土を形成している。

今回の拡大区域は、常盤御所跡一体と連担する山林であり、南側斜面は既に

特別保存地区指定（昭和６３年）されており、平成１２年３月に歴史的風土保

存区域の拡大を行った、稜線の北側の区域である。

また、古都区域を除く北側斜面については、平成１３年度に創設された緑地

保全統合補助事業により、緑地保全地区指定計画地として市が買入れを行い、

保全を図っている。

（２）指定の経緯

昭和４２年３月 ２日 当初指定

昭和６３年６月１７日 特別保存地区指定拡大

平成１２年３月１７日 歴史的風土保存区域拡大告示

（３）現在の状況

常盤山においては、特別保存地区指定計画地、既指定特別保存地区及び鎌倉市

が買入れを行っている緑地保全地区指定計画地を一法人が所有している。

従来、特別保存地区指定についてこの地権者の理解が得られなかったが、前記

のとおり鎌倉市が一時中断していた土地買入れを再開したことにより、常盤山全

体の保全に対する了解が得られ、平成１４年７月特別保存地区指定についての同

意が得られた。

これにより、神奈川県と鎌倉市では都市計画手続きに着手し、指定計画地が市

街化区域であるため、市街化調整区域への変更と特別保存地区指定の都市計画決

定に向け、事務を進めている。



２ 逗子市域における特別保存地区の指定（名越切通し）

（１）地区の概要

名越切通し特別保存地区（鎌倉市域）指定面積 ２０．０ｈａ

逗子市域内特別保存地区指定予定面積 ６．２ｈａ

名越切通し特別保存地区は、大町・材木座区域内にあり、鎌倉七口のひとつ

である名越切通し等の遺跡等と一体となる丘陵の自然景観及び名越切通し付近

からの展望域の保存を図ることを目的として指定された地区である。

今回の指定予定地は、従前、鎌倉側のみを指定していたが、平成１２年３月

に逗子市域についても鎌倉と連担して歴史的風土を形成している地域として、

歴史的風土保存区域に指定されたものである。また、この区域には国指定史跡

名越切通のほか、高さ１０ｍの「大切岸」や１００あまりのやぐら群などの遺

跡等も存在していることや、周辺の自然的環境と一体となって、鎌倉の歴史的

風土の枢要な構成要素となっていることなどから、特別保存地区として指定す

るものである。

（２）指定の経緯

昭和６３年６月１７日 名越切通し特別保存地区指定（鎌倉市域のみ）

平成１２年３月１７日 歴史的風土保存区域拡大告示

（３）現在の状況

逗子市域において、平成１２年に拡大された区域について、特別保存地区指定

する方向で事前準備を行っている。





奈良県における古都保存の現状について

１ 奈良県における古都保存の現状

（１）歴史的風土保存区域の指定状況

９地区 ６，０２４ヘクタール

昭和４１年 奈良市、斑鳩町

昭和４２年 天理市、橿原市、桜井市、明日香村

歴史的風土特別保存地区の指定状況

１９地区 ４，８９２．１ヘクタール

（明日香村 ２，４０４ヘクタールを含む）

（２）規制区域内の行為申請

平成１３年度

届出件数 １４１件

許可申請件数 ２０３件 許可件数 １６５件

不許可件数 ３８件

平成１４年度（１４年９月末現在）

届出件数 ７５件

許可申請件数 ８３件 許可件数 ８２件

不許可件数 １件

（３）土地の買い入れ

平成１３年度末（累計）

事業費 約３９８億円

買い入れ面積 約２２０ヘクタール

２ 今後の課題

（１）事業費の拡大

未処理面積 ７１ヘクタール

事業費 ８９億円

（２）買い入れ地の活用

買い入れ地の維持管理

古都にふさわしい景観の創出











京都市における古都保存の現況について 

 

１ 京都市における古都保存の現況 

 (1) 歴史的風土保存区域の指定状況 

    昭和４１年 ７区域指定 約５，６５４ヘクタール 

    昭和４４年 １区域指定 約  ３４１ヘクタール 

    平成 ７     年 ６区域指定 約１，２３３ヘクタール 

          ３区域拡大 約１，２８５ヘクタール 

       計 １４区域   約８，５１３ヘクタール 

    歴史的風土特別保存地区の指定状況 

         ２４地区   約２，８６１ヘクタール 

 (2) 規制区域内の行為申請 

平成１３年度        平成１４年９月末 

    届出件数 １４２件          ７３件 

許 可 申 請 件 数           ６０件(許可…52件,不許可…８件)  ３２件(許可…29件,不許可… 3件) 

 (3) 土地の買入れ 

   平成１４年度９月末 

    買入面積    約 １８５．６ヘクタール 

    事業費     約 ２２２億円 

 

２ 今後の課題について 

 (1) 事業費の確保 

   平成１４年度９月末 

    未対応面積   約  ２１.0へクタール 

    事業費     約  ３９億円 

 

 (2) 買入地の維持・活用 

   歴史的風土の保存と活用のための施設整備の充実 

   買入地の約９０％を占める山林の景観保全のための維持管理の充実 

 

(3) 人工林や田園景観の保全に係る総合的な施策の実施 




